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線状降水帯は、次々と発生する発達した複数の

積乱雲が一列に並ぶことで形成されます。厳密な

定義はありませんが、気象庁では「次々と発生す

る発達した雨雲 ( 積乱雲 ) が列をなした、組織化

した積乱雲群によって、数時間にわたってほぼ同

じ場所を通過または停滞することで作り出される、

線状に伸びる長さ50～300km 程度、幅20～50km

程度の強い降水をともなう雨域」と説明していま

す（図１）。

日本で起きた集中豪雨のうち、台風によるもの

を除いて、約３分の２が線状降水帯によるもので

あるとの調査もあります。毎年のように、線状降

水帯による顕著な大雨が発生し、数多くの甚大な

災害が生じていますが、線状降水帯という言葉が

頻繁に用いられるようになったのは、観測網が充

実してきた平成26年８月豪雨による広島市の土砂

災害以降です。観測が充実したことから大雨は線

状降水帯が原因であることが多いことがわかり、

「線状降水帯による大雨が、災害発生の危険度の

高まりにつながるもの」として社会に浸透しつつ

あります。

１　線状降水帯の発生を知らせる「顕著

な大雨に関する情報」

気象庁では、平成30年８月の交通政策審議会（国

土交通省の審議会）の気象分科会提言「令和12年

の科学技術を見据えた気象業務の在り方」を受け

て、様々な技術開発に10年計画で取り組んでいま

す（表１）。この中で、早め早めの防災対応等に

直結する予測として、「線状降水帯を含め、集中

豪雨の予測精度向上」がありますが、令和12年ま

で待つことなく、完成した技術を用いた情報の発

表を計画しています。

線状降水帯の予測情報

気象予報士（元気象庁） 饒　村　　　曜

気象情報を生かそう（第９回）
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図１　線状降水帯の代表的な発生メカニズムの模式図

出典：気象庁ホームページ

表１　令和12年の科学技術を見据えた気象業務のあり方

（観測・予測精度向上に係る技術開発）

出典：気象庁ホームページ
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その第一弾が、令和３年６月17日13時より始

まった「顕著な大雨に関する情報」です。非常に

激しい雨が同じ場所で降り続いている状況を、「線

状降水帯」というキーワードを使って解説する情

報で、警戒レベル４相当（自治体が避難指示を発

令する目安）以上の状況を示しています。図情報

では大雨災害発生の危険度が急激に高

まっている線状降水帯の雨域が楕円で表

示されます。表題に線状降水帯が入って

いませんが、記録的な強雨の発生を素早

く伝えることでより一層の警戒をよびか

ける「記録的短時間大雨情報」に似てい

ます。

最初に発表となった「顕著な大雨に関

する情報」は、令和３年６月29日２時49

分に沖縄本島地方に発表されたもので、

その２日後の７月１日８時59分に伊豆諸

島北部でも発表となりました（図２）。

２　線状降水帯の半日前予報

線状降水帯に関する情報の第２弾が、令和４年

６月から始まった「線状降水帯の半日前予報」で、

最初の発表は、令和４年７月15日16時12分の全般

気象情報です（表２）。この時は、線状降水帯は

表２　初めての線状降水帯の半日前予報

（令和４年７月15日16時12分の全般気象情報）

図２　顕著な大雨に関する気象情報（上は沖縄本島地方、下は東京都）

出典：気象庁ホームページをもとに筆者作成

出典：気象庁ホームページ
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発生しませんでしたが、３日後の７月18日～19日

の九州北部への呼びかけでは、山口、福岡、佐賀

で線状降水帯が発生し大雨となっています。

当面の線状降水帯に関する情報は、国内を11の

地域に分けての発表ですが、令和６年には都道府

県単位、令和11年には市町村単位での発表が予定

されています。

３　難しい線状降水帯の予報

線状降水帯の発生を精度よく予測することは技

術的に難しく、線状降水帯ができても、長期間存

在し、しかもそれが停滞しなければ、一時的に猛

烈な雨が降っても、総雨量はそれほど多くはなり

ません。

令和２年７月は、梅雨前線が長期間にわたって

停滞し、暖かくて湿った空気が流れ込続け、「令

和２年７月豪雨（九州北部豪雨）」と呼ばれる、

西日本から東日本にかけての広い範囲で記録的な

大雨となりました。中でも、７月４日未明に東シ

ナ海で発生した線状降水帯は顕著で、熊本・鹿児

島両県では、７月４日４時50分に大雨特別警報が

発表となりました。熊本県球磨村では球磨川の水

位が急上昇したことから高齢者施設や自宅にいた

25名が死亡しました（全国の死者・行方不明者は

88名）。

令和２年７月豪雨で、熊本県が田浦に設置した

雨量計では、１時間に80mm 以上という猛烈な雨

が５時間も続くという、通常の大雨警報を超える、

異常な量の雨でした。降雨が一番強かった、７月

４日４時頃について、数値予報による雨量分布を

みると、半日前くらいからは、線状降水帯が形成

され、80mm 以上の猛烈な雨が降る予報に変わっ

ています（図３）。このため、熊本県八代市では

７月３日11時28分に大雨注意報が発表となり、同

日21時39分には大雨警報に切り替えるなど、大雨

に対する警戒が呼びかけられていますが、これほ

ど長時間にわたり猛烈な雨が続くという予想では

ありませんでした。

令和４年から始まった線状降水帯の予報は、現

在まで13回発表されており、そのうち３回で実際

に線状降水帯が発生しました（表３）。適中率は

23％、見逃し率は73％でしたが、運用開始前の想

定である適中は４回１回程度、見逃しは３回に２

回程度ですから、想定通りとなります。ただ、線

状降水帯の予報が発表された時に線状降水帯が発

生しなかった10回のうち４回は、３時間に140mm

以上という大雨警報級の激しい雨が降っています。

図３　令和２年７月４日４時の線状降水帯の予報と７月４日４時の解析雨量

出典：気象庁ホームページ
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４　線状降水帯の予報精度向上に向けて

気象庁では、令和２年３月の東京レーダーを皮

切りに、10年計画で全国20台すべてのレーダーを

二重偏波気象レーダーという、より正確に雨量を

観測できるものへの更新を予定していました。し

かし、令和２年７月豪雨をうけて、更新計画を早

めています。また、線状降水帯の元となる水蒸気

の量の観測を強化するため、アメダスの観測点に

湿度計を設置し、上空の水蒸気を観測することが

できるマイクロ波放射計を西日本を中心に設置し

ています。さらに、凌風丸と啓風丸の２隻の気象

観測船に GPS を利用して水蒸気を観測できる船

舶 GNSS を搭載しています。

さらに、産学官連携を活用し、世界最高性能の

スーパーコンピュータ「富岳」を使って数値予報

モデルの開発を行い、令和５年３月１日より、現

在運用中のスーパーコンピュータの約２倍の計算

能力をもつ「線状降水帯予測スーパーコンピュー

タ」を稼動させました。その結果、線状降水帯に

よる大雨の可能性の半日前からの呼びかけを行う

際、その判断には主に水平解像度が５㎞の数値予

報モデル（メソモデル）の計算結果を用いていま

したが、水平解像度２km の数値予報モデル（局

地モデル）を半日前からの呼びかけにも利用でき

るようになりました（図４）。また、気象庁では、

令和７年度には水平解像度をさらに細かく１km 

に高解像度化することを目指して、数値予報モデ

ルの開発を進めています（図５）。

現在運用中の気象衛星「ひまわり８号」と「ひ

表３　令和４年の線状降水帯に関する予報の評価

予測情報
発表あり

予測情報
発表なし

計

線状降水帯
発生あり

　　３ 　　８ 　１１

線状降水帯
発生なし

　１０

計 　１３

適中率＝３÷13≒23％　　

見逃し率＝８÷11≒73％

出典：気象庁ホームページをもとに筆者作成

図５　水平解像度１km に高解像度化した局地モデルのイメージ

出典：気象庁ホームページ　　　　

図４　令和４年～５年の線状降水帯予報のイメージ

出典：筆者作成　　　　　　　　
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まわり９号」は、令和11年度に寿命を迎えます。

このため、宇宙基本計画（令和２年６月30日の閣

議決定）に沿い、令和11年度の後継機の運用開

始に向けて後継機製造に着手しています（図６）。

この後継機には、線状降水帯等の予測精度向上に

つながる大気の立体的な構造を観測可能な最新技

術である赤外サウンダの導入が計画されています

（図７）。

図６　気象衛星「ひまわり」の実績と計画

出典：気象庁ホームページ

図７　気象衛星「ひまわり」後継機で想定される赤外サウンダの利用

出典：気象庁ホームページ

観測

観測

観測

衛星運用等

消防防災の科学


